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★大道芸案内 

主な大道芸スポット（土・日・祝日など、通年大道芸が見られるポイント） 

■大阪・天保山海遊館広場 https://www.kaiyukan.com/thv/marketplace/

■大阪パフォーマーライセンス http://www.osaka-performer.com/index.php 

■名古屋･大須ふれあい広場  ■名古屋 POP UP ARTIST http://popup-artist.com/index.html 

■しずおか大道芸の街 http://shimarukai.org/  ■江ノ島大道芸 https://www.fujisawa-kanko.jp/feature/daidogei.html 

■ヨコハマ大道芸（山下公園、グランモール公園、ジャックモール）http://daidogei.jp/ 

■お台場・デックス東京ビーチ■みなとみらい東急スクエア■テラスモール湘南 www.studioeggs.com    

■東京都ヘブンアーティスト www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/bunka/ 

■仙台まちくるパフォーマーズ https://machi-kuru.com/performers 

 ※新型コロナウイルスの蔓延状況によって実演していない場所もあります。確認の上、お出かけください。 

 

★今月の大道芸公演   

△高知大道芸フェス 2023 https://kochi-daidougei.com/ ◯高知市中心商店街 

  ●9月 30（土）10月１（日）   

  アスタリスクノヴァ、izuma、idio２，加納真実、桔梗ブラザース、シルヴプレ、SUKE３＆SYU、張海輪中国雑技王、to R mansion、 

  Performer SYObikkuri 、HARO、ホワイトアスパラガス、三雲いおり、油井ジョージワンマンバンド 

△グラヴィティ＆アザーミス「バックボーン」https://moak.jp/ ○高知県立美術館 

  ●9月３０（土）19：00 / 10月１（日）15：00 

  オーストラリア発、世界が注目する現代サーカスのホープ。初来日。 

  一般前売り￥３０００（当日￥３５００）、学生前売り￥１５００（当日￥２０００） 

△第 48回すみだまつり・第 53回こどもまつり https://koto-sumida-daidougei.com/event/48sumida53kodomo/ ○墨田区錦糸公園 

  ●9月 30（土）10月１（日）10：00～17：00 

  9/30 SEOPPI、松鶴家 天太、ミルコ 

  10/1  ぼくゆう、サンキュー手塚、鷹島姫乃 

△双葉町ストリートパフォーマンスフェス https://www.town.fukushima-futaba.lg.jp/10604.htm ○双葉町産業交流センター 

  ●10月 1（日）10：00～16：00 

  Street entertainer RYU、SEOPPI、アストロノーツ、マサトモジャ、Mr.BUNBUN、ミルコ、ぱっち、クリスタルの KENJI、デビッド、 

  手廻しオルガンの KAZUO、HALUKAベリーダンス with ｽﾀｼﾞｵ正ｴｲｻｰﾁｰﾑ、標葉せんだん太鼓保存会、 A&Aエレクトーン歌謡ステージ 

ニューアートサウンズアンサンブル、 

△第 28回深川美楽一 https://www.birakuichi.com/  ◯江東区高橋夜店通り（のらくロード） 

  ●10月 1（日）11：00～17：00 

△大須大道町人祭りプレイベント・ダメじゃん小出の勝手に紐付け・前前夜祭 http://www.ohsu-gei.net/ ◯大須演芸場 

  ●10月７（土）19：00開演 

  ダメじゃん小出、桜小路富士丸、望月雄史（ギター） 

△町田大道芸 2023 https://machidalovefami.jp/archives/xo_event/21539 ○町田市パークアベニュー、カリヨン広場、他 

  ●10月７（土）８（日） 

  izuma、Mr.アパッチ、張海輪雑技団、ふくろこうじ、Balloon-Syotaro、セ三味ストリート、花輪茶之介、油井ジョージ 

△エンターテイメント亀戸!vol.6  https://www.kameidodaidogei.com/ ○亀戸十三間通り商店街 

  ●10月８（日） 

  CHIKI、エンジョイ Joy、 Mrふじやん。東雲ゴールド、ハードパンチャーしんのすけ、いぐち式カーニバルカオス、しろみときみ、 

なにみてるの、雨の日の話、自動人形オリンピア 

△たかまつ大道芸フェスタ 2023  https://www.machikadomusic.net/2023/08/tdf2023/ ○高松市サンポート高松ほか 

  ●10月８（日）９（月祝） 

  加納真実、芸人まこと、SUKE３＆SYU、ココナッツ山本、idio２、紙磨呂、うつしおみ、ユキンコアキラ、HIBI★Chazz-K、 

Yo-Yo EntertainerTOMMY、吉川健斗、松本かなこ、STILTANGO、HARO、 

地元：ジャグラーA→G、とっしゃん、Ciel La Veil 
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△フェスタ in虎御前 2023 https://torass.com/ ◯長浜市 虎姫生きがいセンター 

  ●10月９（月祝）9：30strt 

  Rei Iwakura、アンジェラチェリー、バルーンパフォーマーアキ、アスタリスクノヴァ、TEN-SHO、バルーンパフォーマーエル、健山 

△第 44回大須大道町人祭 http://www.ohsu-gei.net/ ◯名古屋市・大須観音、大須商店街 

  ●10月１３（前夜祭）～１５（日） 

 大駱駝艦、ハラプロジェクト、デカルコ・マリィ、桜小路富士丸、ザ・スコビルズ、ダメじゃん小出、セ三味すとりーと、張海林、 

Mr.BUNBUN、めりこ、to R mansion、izuma、ＬＵＮＡ、Syan、komatan、火付盗賊、山本光洋、加納真実、池田洋介、シルヴプレ、 

カナールペキノワ、ゼロコ、チクリーノ、un-pa、一人プロレス、ガンジスインダスドータス、Ｏｋｋ、ペストリカ、ジェンガ金次郎、 

  大須プロレス、ちんどん通信社、江戸糸あやつり人形 上條 充、がまの油 石原耕、伊藤佑介、講談 神田伊織、落語 登龍亭獅篭、 

  飴細工アーティスト 蜜咲ばう、あめ細工家きたきや、木遣り 地元大須消防団、大須のアイドルユニット OS☆U、 

大須のアイドルユニット OS☆K、ダンス＆ボーカル COOL-X、X-Labダンススクール、シンガーユニット めぐとヒカル 

☆大須大道町人祭 in大須演芸場 ＜萩原遼プロデュース＞〝帰ってきた「昇天」～大道芸人 in 大須演芸場～ feat. 登龍亭獅篭” 

 ●10月１４（土）19：00開演 

吉川健斗、山本光洋（落語）、アヤチーガル、登龍亭獅篭（落語） 

大喜利（山本光洋、三雲いおり、池田洋介、あやち、吉川健斗。座布団運びにピエールとイーガル） 

司会・進行 萩原遼（セ三味ストリート） 

△第 10回東中野ムーンロード秋まつり 2023 ○東中野駅東口 

  ●10月１４（土）12：00～17：00  

  https://sites.google.com/view/moonroad/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0?authuser=0#h.8rxc9qx7muv0 

    江戸大神楽 仙若、ミュージッククラウン みま、鎌倉清年 JAZZ仲間達、Samba B.B.M.、COCORO*CO  

△世田谷アートタウン 2023三茶 de大道芸 http://arttown.jp/ ◯世田谷区三軒茶屋周辺 

  ●10月２１（土）２２（日）  

  ASIA GOLD PRO WRESTLING、 Asterisk NOVA、アストロノーツ、EPPAI&マサトモジャ、オジロス、OKK、加納真実、川村建太、K-TARO、 

  K点軌道、芸人まこと、こ～すけ、Cocochi-kit、ココナッツ山本、サクノキ、サンキュー手塚、Juggler-Laby、SUKE３&SYU、 

  STILTANGO、セクシーDAVINCHI、ゼロコ、チャラン・ポ・ランタン、中国雑技芸術団、なつかよ、ネコ☆ソギ、HARO、Fany-Bones、 

  ブラックエレファンツ、ボールド山田、松本かなこ、 Yuka＆Giovanni Gypsy Duo、ダイド＆サンチャ、飴細工屋台 小島政美、 

占い：キャロライン、MIEL<ミエル>、音姫金魚、Company vivivivi!、Jinni the marionette Frenchie、天才イカレポンチ、 

猫のアーサー、腹話術オデット姫 

△第８回久留米たまがる大道芸プレイベント  https://kurumecityplaza.jp/events/5122/ ○福岡県久留米市 

  ●10月２１（土）道の駅おおき 特設ステージ /10月２２（日）久留米ほとめき通り商店街 

  松鶴家天太 

△第４回たかつき大道芸グランプリ https://www.seibu-la.co.jp/park/ama-sitepark/ ○安満遺跡公園 

  ●10月２２（日） 

△第 65回関東ブロック民俗芸能大会 ○松戸市・森のホール 21（JR武蔵野線「新八柱」駅、または新京成線「八柱」駅下車、15分） 

  ●10月２２（日）12：30～17：00 https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/bunkazai/event/2023/65kantoblock-mingeitaikai.html  

  松戸の万作踊り（千葉県松戸市）、浅草神社のびんざさら（東京都台東区）、仁組獅子舞（千葉県匝瑳市）、 

無生野の大念仏（山梨県上野原市）、遠山の霜月祭（長野県飯田市）、大須戸能（新潟県村上市）、新城の囃子曲持（神奈川県川崎市） 

△世田谷アートタウン関連企画 フィアース５（フランス×日本 現代サーカス交流プロジェクト）○世田谷パブリックシアター 

●10月２７（金）19：30 /10月２８（土）２９（日）各 15：00 http://arttown.jp/  

【構成・演出】ラファエル・ボワテルア【出演】アンブローズ・フー,浅沼圭,長谷川愛実,目黒陽介,吉川健斗／山本浩伸,安本亜佐美 

【入場料】おとな 4,500円 高校生以下（4歳～高校生） 2,250円 

△民俗芸能 inとしま 2023 https://www.toshima-mirai.or.jp/tabid216.html?pdid1=2965 ○池袋西口公園野外劇場 

  ●10月２８（土）14：00～ 

 【区内】長崎獅子舞、冨士元囃子・寿獅子、雑司ヶ谷鬼子母神御会式万灯練供養 

 【全国の民俗芸能】秩父屋台囃子(秩父市),鬼太鼓・下久知鬼太鼓保存会(佐渡市),中国獅子舞(横浜市),山代本谷神楽舞(山口県岩国市） 

【音楽ライブ］アラゲホンジ,中西レモン＆いえづとバンド 

△高円寺フェス～秋の大文化祭  https://koenjifes.jp/2023/ ○高円寺マシタ 

  ●10月２８（土）２９（日） 

  エンジョイ Joy、華純連（阿波踊り）、Aurora、自動人形オリンピア、クリテツ（テルミン演奏）、鷹島姫乃、招福、Performer Ai、 

  びっくり連（阿波踊り） 

△第 28回深川美楽一 https://www.birakuichi.com/ ○深川資料館通り商店街 

  ●10月２９（日）11：00～17：00  

△高須中大道芸フェス https://www.parktakasuchu.com/ ○鹿児島県鹿屋市パーク高須（旧高須中学校跡） 

  ●10月２９（日） 

  C.C、ジャグラー・コーヘイ、Tento、HARO、パフォーマーささまん、Performar zen、UNI DOLL、RAY 
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若林正の 

食って極楽 
鉄火場メシ!?・・・ 

      戸田競艇フードコート 

 競馬場のメシが美味いと聞いたこと

がある。ギャンブルはやらないけど機会

があれば行ってみたいと思っていた。だ

が、考えてみると近所に競艇場がある

ぞ！ 検索すると色々美味しそうなも

のがあるではないか！ しかしレース

の開催日のみ営業とのこと。月に 10 日

くらいしかやってない。タイミングを合

わせて、ようやく出かけることができ

た。家から自転車で 15 分、川沿いに進

むとモーターボートの爆音が微かに聞

こえてくる。なんだか興奮してきたぞ。

手前にチャリを止めてレース場に繋が

る橋を渡る。11 時過ぎだが、レース場

に向かう人はけっこういる。 

 意外に子供連れの夫婦、若い女の子が

多い。入り口で入場料百円を取られる。

しゃーないか。フロアは観覧席に繋が

り、ちょうどレースが終わったところで

おっさんがぞろぞろ出てきた。フードコ

ートは上の階なので、向かってみると昼

前なのに結構な賑わい。なるほど次のレ

ースまでの時間に腹拵えするのか。ラー

メン専門店や牛丼チェーン、小洒落たレ

ストラン等バラエティ豊かなラインア

ップ。とりあえず人出が落ち着くまでオ

ードブル代わりに、メンチカツ¥230 モ

ツ焼き¥350 チューハイ¥450。スーパー

のフードコートと同じく、料理を持って

フロアのテーブルに座る。味は…まぁ普

通にんまい。ただ払戻金や次のレースの

アナウンスを聞き、窓外の荒川土手を眺

めながらすするチューハイは格別かな。

さてレースが始まるみたいで、一斉に人 

 

がいなくなったので、メシにするか。ま

た一回り見て、選んだのはモツ煮定食

¥750 何だかモツ煮ってところがバクチ

場感がある。これが大当たり！ 甘く柔

らかなモツはたっぷりで、メシは丼に大

盛り。これは安いよ。汁をメシにぶっか

けて掻き込み、あっという間の完食。満

腹で観覧席に座り、レースを鑑賞して満

足の帰宅。さすがに舟券は買わなかった

が、是非散歩に来たいと思ったのであっ

た。 

◯オムライスも名物らしいので、次回は

それかな度＝15 ワカ 

 

大道芸･見たり･聞いたり・演じたり 

☆その 383 

福田村事件と朝鮮飴売り  

           上島敏昭  

 

○前代未聞、映画「福田村事件」 

 映画「福田村事件」（森達也監督）を

観た。予想を裏切る面白さだった。映画

の宣伝文句は次のようなものだった。 

〈1923 年 9 月、関東大震災から５日後

の千葉県東葛飾郡福田村。朝鮮人に対す

る悪意ある流言飛語を信じた村人たち

によって、香川からやってきた行商団 9

人が殺害される事件が発生する。〉 

監督は森達也。オウム真理教信者たち

を、あの事件のあとで追ったドキュメン 

 

ト映画「A」や、聴覚障害を持つ作曲家

としてもてはやされたものの、ゴースト

ライターの存在が明るみに出てバッシ

ングを浴びた佐村河内さんを追ったド

キュメント映画「フェイク」などで知ら

れる。今年は関東大震災から 100年。震

災の話題は例年以上で、それはもとより

大杉栄・伊藤野枝夫妻殺害事件などにも

光があたり、また、その当日は、あの石

原都知事でさえ送っていた「在日朝鮮・

韓国人に対する追悼文」を、小池百合子

都知事が今年も送ることを拒否したこ

とが大きく報じられ、さらにヘイトスピ

ーチ団体「日本女性の会 そよ風」（名前

だけ聞くと爽やかな集団と勘違いする）

が、あえて朝鮮人犠牲者の碑の前で集会

を行うと SNSで予告するなど、いつもに

ましてかまびすしかった。 

この流れで、この監督ならば、ヘイト

スピーチ団体の女性、あるいは小池都知

事に追悼文送付を求める活動をする人

たちの、日常を追うドキュメントかと思

った。ところが実際の事件を再現するよ

うな劇映画だという。これが第一の驚

き。しかも、井浦新、田中麗奈、柄本明

など名だたる役者が出ている。不倫騒動

でたたかれた東出昌大も。 

 しかし、なにより驚いたのは、次のよ

うなセリフが飛び出したこと。 

映画がはじまって 20 分ぐらいだろう

か、行商団が大八車を曳きながら歩いて

いるシーン。もうすぐ赤ん坊が生まれる 

という団員の女性が、 

「男でも女でも、元気に生まれてくれた

ら、それでいい」というようなセリフを

言う。すると誰かがこう言う。 

「どっちにしてもエタはエタじゃあ」 

朝鮮人差別の映画とばかり思っていた

だけに、びっくりした。日本の被差別部

落民の問題もからめているのだ。そうい

えば、この監督、被差別部落問題に対す

る日本のマスコミの対応をねちっこく

探った『放送禁止歌』（解放出版社、の

ちに光文社）の著者でもあった。単純に

朝鮮差別のではないぞ。改めて、居住ま

いを正して観ることになった。 

この映画は、虐殺事件を題材にして、

朝鮮人に対する差別だけではなく、幾重

にも重なった、というか複合した差別を

描いている。朝鮮人と被差別部落民、街

と農村、定住者と非定住者などなど。し

かも村にしても牧歌的な安らかさ清ら

かさとは程遠い。男女関係もぐちゃぐち

ゃだし、舅と嫁もおぞましい。事件のキ

ーになる在郷軍人にしても、戦争もない

のに軍服着て威張るだけの連中と、村人

は陰ではバカにしている。 

ハンセン病者まで出てきて驚いた。し

かしこれは「砂の器」（松本清張原作、

野村芳太郎監督）ほど成功してはいない

ように思う。いずれにしても、このテー

マをエンターテイメントにしたという

点では、前代未聞だと思う。 

 



 

○朝鮮飴売り 

 この映画、大道芸がらみででも興味深

い。たとえば行商団と薬売り、行商団と

被差別部落、ハンセン病集住と巡礼など

など。しかし今の私ではいずれについて

も力不足。今回はちょっとだけ出てく

る、朝鮮飴売りについて調べた。 

朝鮮半島の飴売りといえば、大きなハ

サミをガチャガチャ鳴らしながら縁日

で売る飴屋や、派手な衣装を着て歌いな

がら、滑稽で卑猥な振りで踊って、カセ

ットテープや CD などを売る飴売一座

（ヨッチャンサまたはカクソリ）などが

あるが、日本でも明治時代から朝鮮半島

出身者の生業として行われてきた。 

個人的なことを言えば、京都の夏の風

物詩だった円山音楽堂の「宵々山コンサ

ート」。たしか 2007 年だったと思うが、

日本のフォークソングの草分けのひと

り、笠木透さん（1937 年- 2014 年）の

要請で、村崎修二、村崎耕平、イージー

タクらと 10 人ぐらいで、朝鮮飴売りに

扮して幟旗を持って客席を練り歩いた。

笠木さんによれば宮沢賢治の朝鮮飴売

りをうたった詩を元にした歌なので、雰

囲気を作って欲しいとのことだった。宮

沢賢治にそんな詩があったのかと、後で

調べたがわからなかった。 

この映画では民族衣装を着た少女の

飴売りが行商団と道端で出会い、団長が

飴を買ってやるシーンがある。そして地

震のあと、着物を着て日本人に成りすま

したものの、自警団にみつかって餌食と

なり虐殺される。 

『飴と飴売りの文化史』（牛嶋英俊著、

弦書房）では朝鮮飴について一章もうけ

て詳しく論じている。朝鮮飴売りは朝鮮

併合（明治 43＝1910 年）の少し前に、

大阪・神戸あたりではじまった。親方の

もとに数名の売り子がいて同じ家に生

活することが多かった。親方には日本人

もいたが、香具師とは一線を画す商いだ

った。売り子は親方から販売道具も借り 

 

 
たので資本がなくても、言葉が不自由で

も商売できた。屋台は図のような屋根付

き屋台もあったが、映画では写真のよう

な衣装だった。安価で販売したが、日本

の「とっかえべえ飴」のように金物（折

れ釘、穴あき鍋、針金など）と交換もし

た。またくじ引きして景品に多数の飴が

当たる販売が流行ったこともある。これ

は人気が出すぎて社会問題化するほど

だった。飴そのものは日本の普通の飴と

違いはなかった。朝鮮と飴との結びつき

は、甘いものは異国伝来という、中世以

来の「唐人飴」にあるのではないかと牛

嶋は考察している。じっさい、近世の風

俗画には朝鮮服風の、奇妙な扮装の飴売

りが多数登場する。江戸時代の異国人＝

唐人のイメージは朝鮮通信使だったの

だろう。 

 小島禄琅「朝鮮飴」（『作家』47 号、

1957 年）というエッセイは、関東大震

災直後の朝鮮飴売りを記している。それ

によれば朝鮮飴は〈大人の小指ほどの太

さを持ち、長さが十センチ位、細長い棒

状のもの。稍やわらかい感じの飴であっ

た。一見ろうそくを彷彿させる濁白色〉

で、〈一本 2 銭〉とある。売り子は〈お

さだまりのようにペラペラした白いズ

ボンを履き、やはり白いペラペラした感

じの上衣をまとっていた。首に紐を掛け

ていたが、これは飴を入れた四角い箱を

吊るもので、白い粉をまぶした飴をしこ

たま入れた箱は、突き出た腹の上に支え

る恰好で、ノロノロ歩いてきた〉とある。

結構な年齢の男だったようだ。 

 堀内稔「在日・朝鮮飴売り考」（『論集 

朝鮮近現代史：姜在彦先生古希記念論文

集』（明石書店、1996年）では、明治期

に大阪・神戸あたりではじまった朝鮮飴

売りが、大正期には全国に広まったとし

ている。岡山から広島、北陸や東京と各

地の事例を示す。さきに書いたくじ引き

商法が問題となったり事件が起きたり

している。結論として、手軽に始められ

る商売だが、専業というより工事が始ま

ると土木労働者とした働き、工事がない 

ときは飴売りになるということが多か

ったようだ。 

『千葉県立房総のむら資料調査報告

書』第 5 集（1989 年）には、県内を訪

れた大道芸についての聞き取り調査記

録が載っているが、ここにも朝鮮飴売り

が登場する。それによれば〈縁台の真ん

中より頭を出して縁台をかつぐ〉とある

から、先に屋根付き屋台であろう。 

そして〈朝鮮歌を歌い、カンナの刃と

金の棒を打ち鳴らしながら飴を売った。

飴はカンナの刃で割って売った〉とあ

り、関東大震災のあと来なくなったとし

ている。 

また、『飴売り具學永』（キム・ジュン

ス文、ハン・ジヨン絵、山下俊雄・鍬野

保雄・稲垣優美子訳、展望社、2022 年）

という、埼玉県寄居町で関東大震災のあ

と虐殺された青年の話が本になってい

ることを知った。福田村事件以外にも、

日本の負の歴史掘り起しは、地道に行わ

れているのだ。 

 ところで、今回調べてみて、宮沢賢治

が詠んだ朝鮮飴売りの詩がわかった。 

「鼓者」（第一稿）。 

 ときにわれ胸をいたづき  

 日もよるもゆめみなやみき 

 そがなかにうつつをわかず  

 なが鼓の音町をよぎりし 

 そのリズムいとただしくて  

   なやみをもややにわすれき 

 

 のき低きみちのさなかに 

  崩れたる白き光や 

 おぼろなる吹雪をあびて 

  そのかみの高麗の軍楽 

 人知らぬよきしらべして 

  なれはかも過ぎゆきけれ 

 

 わが病いまし怠り 

  許されて新紙とれば 

 かの線の工事了りて 

  あるものはみちにさらばひ 

 あるものは火をはなつてふ 

  いづちにかなれの去りけん 

 

 チャルメラや銅鑼をともなひ 

  黄の旄やほこをしたがへ 

 雪ふかき山のはざまを 

  進みけんなが祖父たちと 

 いま白き飴をになひて 

  異の邦をさまよふなれよ 

 

賢治の晩年、病床生活の作品という。 
 


